
 

 

 

2023年 7月 27日 

各  位 

会 社 名 株 式 会 社 Ｆ Ｐ Ｇ 

代 表 者 名 代 表 取 締 役 社 長 谷 村  尚 永 

  （東証プライム・コード：7148） 

問 合 せ 先 執行役員 経営企画部長 桜 井  寛 

（TEL. 03-5288-5691） 
 
 

2023年 9月期業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ 
 
最近の業績の動向を踏まえ、2023年 4月 25日に公表した 2023年 9月期の業績予想及び配当予想を、下

記の通り修正しますのでお知らせいたします。 

 

記 

１.業績予想の修正について 
 

2023年 9月期通期連結業績予想数値の修正(2022年 10月１日～2023年 9月 30日) 
(単位：百万円) 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 57,000 15,700 15,500 10,500 122.95円 

今回発表予想（Ｂ） 58,500 16,700 16,500 11,200 131.14円 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 1,500 1,000 1,000 700  

増 減 率（ ％ ） 2.6 6.4 6.5 6.7  

（ご参考）前期通期実績 

（2022年 9 月期） 
59,193 11,744 12,466 8,475 99.24円 

 

修正の理由 

 リースファンド事業におきましては、第 2 四半期累計期間に引き続き、第 3 四半期も潤沢な在庫を強

みに積極的に出資金販売を継続した結果、販売額が 2019年 9 月期以来 4 期ぶりに 1,000 億円を突破し、

第 3 四半期累計期間の売上高が前年度通期実績値を超過する見通しとなりました。また、不動産ファン

ド事業につきましても、国内不動産は、販売額が 3 四半期連続で増加するなど、順調に推移するととも

に、海外不動産は、販売開始 1 年で累計販売額が 150 億円を突破し、好調な販売が継続しています。ま

た、利益面につきましては第 3 四半期累計期間において、過去最高益を更新する見通しとなっておりま

す。 

これらの結果、通期の売上高、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益につきまして、

前回公表の通期予想値を超過する見通しとなったことを受け、上記のとおり、通期業績予想のさらなる

上方修正を実施することとしました。なお、第 3四半期累計期間の実績につきましては、2023年 7月 31

日の四半期決算発表時に公表する予定です。 

 

２．配当予想の修正について 

  
1 株当たり年間配当金 配当性向 

(連結) 第 2 四半期末 期末 合計 

前回予想(2023 年 4 月 25 日発

表） 

 61 円 50 銭 61 円 50 銭 50.0％ 

今回修正予想  65 円 60 銭 65 円 60 銭 50.0％ 

当期実績 0 円 00 銭    

前期実績(2022 年 9 月期) 0 円 00 銭 50 円 00 銭 50 円 00 銭 50.4％ 



修正の理由 

 株主還元につきましては、持続的な成長と企業価値向上のために必要な内部留保を確保しつつ、継続

的かつ安定的な配当を実施することを基本方針とし、連結配当性向 50%を目安としております。今般、

業績予想を上方修正したことに伴い、上記の基本方針を踏まえまして、当期の配当予想を 1 株当たり 65

円 60銭に修正いたしました。 

 

(注)上記の予想は、発表日現在において入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、実際の業績等は、

様々な要因により変動する可能性があります。 

 

以  上 

 


